とびある記・商工版
商工問題・街づくり

海南市の活性化を考える

二〇〇四年四月

県会議員　さいか　光夫

序にかえて

重税反対集会でのあいさつ
二〇〇四年三月十二日
重税反対集会におあつまりのみなさん。ごくろうさまです。

私はこのごろ、民商の「おかかえ議員」みたいだと冗談をいっています。でも冗談をいってられないのです。業者のみなさんが困っている問題が大変多い。私は、商売のこと融資のことなどなどには、あまり明るくありませんので、民商事務局の石田さんの車にのせてもらって、県庁の商工労働部や信用保証協会などに連日のようにかよっているわけです。

その一つの問題は、下津での建設工事での連鎖倒産の問題です。老人ホーム橘寮という施設が、昨年末約４億円かけて完成しました。大阪の建設会社が請け負ったのですが、県内の大手・島本建設にほぼ丸投げした。とくろが、第二次下請けには、未払いか不渡り手形で、現金がはらわれていない。いま、日本共産党近畿国会議員団事務局と協力して、大阪の元請け会社が社会的責任を果たせと追及し、先日、県議会の一般質問でもとりあげたところです。

こうしたとき、国会では予算審議がやられていますが、中小企業対策費は、一七〇三億円、予算にしめる割合は、わずか〇、三六％と史上最低水準です。事業所数で九九％、雇用の７割をしめる中小企業に、〇、三六％しか予算を割かない。その一方で、銀行に投入した八兆円の公的資金のうち、四兆円以上が損失になっているといわれます。イラクでアメリカの戦争に協力するお金があるのなら中小企業に回してほしいという声は切実です。

いま計画されているのは消費税ひきあげです。しかも、消費税を引き上げた分、大企業には減税するという、財界いいなりの税制です。また、年金の改悪です。国民年金は、平均四万六〇〇〇円にすぎません。これを物価スライドでひきさげる。夫婦で年間三万四〇〇〇円ものひきさげになると報道されています。国会で志位委員長は、党首討論で「この年金改悪は、「健康で文化的な最低限度の生活」を保証した憲法二五条違反だと追及したわけです。ところが、その質問時間が五分しかない。衆議院選挙で議席を後退させたためです。はぎしりをしました。議席を増やさなくてはならない。

今年は参議院選挙の年。比例区では、五人に候補の必勝をめざします。近畿の候補者は、テレビによくでてくる市田書記局長です。選挙区候補は、国重さんです。いま、憲法を守れというビラをくばったというだけで、国家公務員法違反だという不当な弾圧が行われ、抗議の声がうずまいています。こんな攻撃に絶対負けられない。がんばりましょう。
一　街づくりと商店街

ある社長さんの提言　

  同級生の事業家といっしょに海南市の財界人のところをまわりました。

　「選挙のためと思うな。おまえは世間知らずだから共産党以外の人の意見を聞け」と同窓生の事業家氏は言う。望むところだ。ちがう意見を受容し一致点を求めるところにこそ日本共産党の本分があるのだから。こういうわけだから、「共産党公認というのがなかったらいいのになあ」という話がでる。私は「中山県議のあとですから」と笑って聞き流す。

　大きな家庭日用品の社長の方がいわれる。「小さな穴をあけることからでも活路を求めるべきだ」「高津の桃も桃山に負けないところまできた」「いまは、生産者を明示した農産物が喜ばれる」私の脳裏には、元気市に農作物をだしているみなさんのすがたと社長の提言が重なった。

　さらに社長は言われる。「閉店したジャスコを海南市と商工会議所が県の支援も受けて買い取り、地場産業の即売をしてはどうか」「マリーナに行くバスも海南インターでおりる。昭南跡地もあるから駐車場もとれる。漆器も家庭日用品も農産物も即売して昼食をとれる場所にしたらいい。紀南にむかうバスも、有料道路の料金の切れ目だからちょうどいい」

  こういう提言は、決して聞き流すことなくしっかりと胸に刻んで帰ってきました。

「同窓生版・雑賀ニュース十八」二〇〇三年一月　

町づくりシンポにて　

  二月二日のまちづくりシンポは、画期的なとりくみだった。私も「元気な海南」をめざすものとして討論に参加したかったが、時間が押し詰まってきたので、司会者の「二分程度で」という要請に協力して言いたいことを控えさせていただいた。

　時間があれば言いたかったのは次のことである。

①　海南市でも大手の家庭日用品業界の社長のお話を聞いて、海南市の活性化について「元気市」にとりくんでいるみなさんやこのシンポジウムを主催した私たちと共通の問題意識をもっておられると感じたことこと。（ここまでは発言した）

②　「阪井バイパス」など道路交通問題について地域でお話しすると「行政はとりくみを私たちに公開すべきだ。そうすれば応援できることは応援する」という意見が出る。市民運動というものは、本来、行政と対立するものでなく市民のための行政を応援するものなのだ。

　「温かい給食を子どもたちに」とたちあがったお母さんたちの願いは、海南市の教育行政からみても宝物にしなくてはならない。

  行政は財政上の都合などもあって、要求にそのまま応えられない場合もある。それでも、お母さんたちの願いに共感し、一緒に考え、悩んでほしい。お母さんたちの願いに対して、当時の行政も日本共産党以外の市会議員のみなさんも、「お母さんたちの願いをどう押さえ込むか」しか考えなかったのではないか。

③　そう考えたとき、今回のシンポジウムに「市長の代理」として海南市の幹部の方がパネラーとして出席して、「市民とともに考える」という姿勢を示されたことの意味は大きい。

 （「町づくりシンポ」にかかわらなかったみなさんには、わかりにくいことをかいてごめんなさい）

「読者ニュース二〇」二〇〇三年二月十六日

商店街に元気呼び込む子どもたち 

　一番街で世話人の方のお店におじゃました。

そこでお店の奥さんからお聞きした話。

　「日方小学校の子どもたちが空き店舗を利用してバザーをやったんですよ。売り上げは、福祉や地雷除去などにつかうんだそうです。

　はじめは恥ずかしがって『いらっしゃい』ともいえなかった子どもたちが、どんどん元気になってお客さんの呼び込みをするんです。それも心得たもので、店で買い物している客のじゃまをしないように、声をかけるんです。

　あとから報告とお礼に来てくれましたが、１７万円もうれたそうですよ。先生にお聞きしたら、『またやりたい』といっているとか」

  新聞にも何度か載ったらしいが私は見ていなかったので、さっそく学校によって校長さんに新聞のコピーをいただいてきた。「市長さんものぞきに来てくださいましたよ」と校長さんは言われた。

  子どもたちと商店街が一緒に元気になる教育実践ができているというのは、大変うれしい。

「雑賀ニュース」二〇〇三年一月二二日

高知「ひろめ市場」視察に

　
日本共産党県議団で、高知県を視察しました。

一番の注目は「ひろめ市場」という海南市の元気市をもっと大きくしたようなものです。

　商店街に隣接して、地上げでおおきな空き地ができてしまいました。その面白い活用はないかと５年前に、お祭り好きのひとたちが、地場産品や食べ物の店が集まる市場をつくったのです。二階が駐車場です。

　六〇数店舗がはいっていて、平日は八〇〇〇人から一万二〇〇〇人、土日は３万人から５万人がおとづれるそうです。厚い板でつくったテーブルがたくさんあって、いつまででも座っていられる雰囲気がいい。

　土佐は酒飲みの国。昼間からジョッキを傾けても、違和感がないのだそうです。私たちも、昼食は抜きで、先に説明をお聞きしてから、遅い昼食で存分にその雰囲気を味わいました。出来立てのかつおのタタキのおいしかったこと。

　海南市は、海南市の風土と持ち味にあわせて元気づくりをしていかなくてはなりませんね。

「読者ニュース五三」二〇〇四年二月十八日

連鎖倒産など

起させてはいけない

　
大企業は景気上向きというけれども地場産業は大変です。下津町に「橘寮」という老人ホームが新しくなりました。その建設がおわった直後、島本建設というところが倒産したのです。元受は栗本建設という大阪の業者。島本建設は第一次下請け。第二次下請けが、工賃未払いか不渡りをつかまされて困っています。

年末に橋爪下津町議や石田民商事務局長と一緒に「老人ホーム橘寮」を訪問しました。責任者の藤田夫妻は大変誠実な方でした。「私たちも被害者です。工事に当られたかたが困っておられるのですね。これから国の補助をうけて栗源建設にお払いする工事代金が、実際工事に当られた業者の方に支払われるようにできないものでしょうか」とまでおっしゃられます。

国会議員団の近畿事務所とも相談し、県の関係部局とも連携して、下請・孫受け企業をまもるとりくみをはじめています。

「読者ニュース五六」二〇〇四年二月二九日

二　わがふるさと・黒江漆器
漆器業界のみなさんと懇談

  二月一日（土）日本共産党吉井英勝衆議院議員が海南にこられた。吉井議員は、原子力問題の専門家であり、国会で財政金融委員会にかかわり、不況の中で中小地場産業をまもるために奮闘しています。私・さいかとは、ほぼ同じ時期に大学で学んだ先輩になります。

　吉井議員は、海南一番街の役員さんを訪問、そのあと伝統産業会館で、漆器業界の有志のみなさんと懇談しました。

  吉井議員からは、「不良債権処理」の名の下に、「貸ししぶり・貸しはがし・金利引き上げ」をすすめる大手銀行の問題、中小業者に密着した信用金庫がつぶされている実態、仏壇・家具などの漆器に類似した産地の状況など話されました。

  漆器関係者からは「漆器は手間賃のかたまりのようなもの。中国からの安い製品に押しまくられている」「伝統技術の後継者がいない。せめてカルチャーセンターででもとやっている。」「漆器専門学校がない漆器産地は紀州だけ」などの声が「出されました。

　最後に「県のデザインセンターを引き上げる計画があるが、残してほしい」という要望が出されました。
「読者ニュース」二〇〇三年

デザインセンターを考える

  吉井英勝衆議院議員が海南に見え、漆器業界有志のみなさんと懇談した折です。懇談の最後に「インテリジェントパークにあるデザインセンターを県の工業試験所に引き上げる計画があるが、センターを残してほしい」という要望が出されました。

　私は、その話は前からも聞いていましたので、まずデザインセンターを見学しておこうと、インテリジェントパークに出かけました。来意を告げると、職員の方が丁寧に説明してくれました。

　コンピュータがたくさん並んでいます。コンピュータ画面で設計したものを立体模型としてつくる機械があります。こうしたものは個別の企業ではそろえられないものでしょう。

　日本共産党演説会が開かれた３月２日の朝のことです。食卓の上に前日の朝日新聞の「Be on Saturday」が目に入りました。「工業デザイナー」という言葉に引かれて読み始めたのは、デザインセンターが気になっていたからです。

　アメリカの政府高官が愛用するめがねから、自分の車椅子、人工心臓まで名古屋市立大学教授の方の話です。研究室でのその先生の写真は、コンピュータが並んでいて、デザインセンターの光景と一緒です。

　裏面をひっくり返してみると「和歌山のたわしもかっこよく」という見出しがついているではありませんか。

　そこでその日の演説の最後に「トップランナーの方がこういう注目をしているときに、デザインセンター撤収でいいのか」ということを付け加えたのでした。

　最初の原稿になかったものを付け加えたので「その部分が早口になった。もっとゆっくり話したらよかったのに」と妻にしかられました。　　　　　　　
「読者ニュース九」二〇〇三年三月一六日

漆器組合でのあいさつ

漆器組合新年会で「挨拶を」といわれたので、次のように申し上げた。

「『元気な海南に県政の光を』と言ってきましたが、なかなか大変です。

最近、気づいたのは、県政と市政の連携がよくないこと。今年度の事業として県では伝統工芸の継承の事業に百五十万円までの補助をだすことにしています。ところが、市役所で聞いてみるとそういう事業があるという連絡が来ていない。こんなことをつないでいくのも県会議員の仕事のひとつかもしれません。

いまひとつ、デザインセンターの撤収問題。いろいろなご意見があります。わたしは、デザインセンターだけでなく工業技術センターの近代的施設（ぬりもの部門だけでなく）を、漆器業界がもっとつかいやすくすることが大切だと思っています。」

お酒をつぎに回ってお話しすると、私の提案に共感を示してくれる方も多く、私の気づかなかった問題も教えられた。（工業技術センターの使用料など）

「読者ニュース五〇」二〇〇四年一月十八日

黒江漆器と子どもたち、
そして若い漆器クラブ

  黒江漆器の沈金の伝統工芸士の方から「伝統工芸を子どもたちに伝えたい」という熱い思いをお聞きした。何とかしたいと小学校に飛び込んで「総合的な学習の時間で地元伝統産業を学ぶ計画はないですか」とお聞きしたら、前々からそのとりくみはしているという。おいでいただいているのは塗り師の方である。

  前からよくお邪魔していた塗り師の方を訪問した。その娘さんが、塗りの技法も沈金の技法も学び、若い人たちで「漆器クラブ」というのを作っていることを友人の池原さんから聞いていた。

　奥さん娘さんと話がはずみ、帰りがけに「仕事場を見せていただいていいですか」と二階にあがらせていただき、伝統工芸士の方の仕事を見せていただいた。

　その壁際を見てびっくりした。子どもたちの手紙が壁に張られている。感想文の封筒がならんでいる。田辺市や上富田町の子どもたちのものもたくさんある。県下から見学にきた子どもたち、工芸士の技を見、奥さんの説明に感動した子どもたちのお礼の手紙だった。

「読者ニュース二五」二〇〇三年七月一三日

名匠・久世さんの表彰式と

尾崎県議会議長

　黒江漆器の沈金伝統工芸師である久世さんが、和歌山の名匠として表彰された。中山さんといっしょに、表彰式にでさせていただいた。

　お祝いのあいさつをされた県議会の尾崎議長は、世界遺産視察にスペインを訪問した折、お土産に漆器をもっていって大変よろこばれたという話を披露し、黒江漆器のすばらしさを評価された。私は、尾崎議長とならんで座っていたから、表彰式の直後、「いい挨拶をしてくれましたね」と申し上げた。

　そこに中山さんがやってきて「議長、さすがや。ええ挨拶してくれたなあ」とおっしゃるではないか。奇しくも、中山さんと私が同じことを申し上げたのだった。

　そのあとの記念写真。中山さんは今は議員ではないから、遠慮してはいらずに帰ろうとされた。すると尾崎議長が呼び止めるのである。「中山さん、写真にはいってくれよう」「議長に言われれば、入らんわけにいかんはなあ」と中山さんも記念写真に収まられた。

　久世さんの表彰が伝統産業の継承のきっかけになることを期待します。　　　　　　「読者ニュース六一」二〇〇三年四月四日
三　未来を開く海南の産業
海南から日本庭園を世界に

  十一月八日、日本共産党の経済提言をもって、河野市議と家庭日用品業界をまわった。

　いくつかの業者を訪問したあと、ある事業所におじゃました。事務所のそばに倉庫があるが、その前に日本庭園の門みたいなものがおかれている。「家庭日用品からガーデニングのようなものに進出してけっこう大きくなったんだ」と河野市議が説明してくれた。待合室におかれていた業界雑誌をみて、この業者が東京はじめ全国に出張所を持っていることを初めて知った。

　社長がおられずに専務にお会いした。この会社も「中国に工場を持って一〇〇〇人ぐらい働いてもらっている」という。けれども、逆輸入だけではない。そこからヨーロッパにも、アメリカにも日本庭園を売り込んでいる。「中国そのものも大きな市場になってきています。中国経済との共同した発展が必要ですね」ともいわれる。

　最近、あちこちで「中国からやすいものが入ってきてかなわん」という話を聞く。その通りなのだが、「中国経済脅威論だけでなく、中国という大きい発展しつつある市場をどう開拓するかという観点がいる」という意味のことを日本共産党・不破議長が言っている。その観点でのお話を、海南の家庭日用品組合の一つからお聞きできたのである。

　この企業は、社長の親の代にはシュロ関係の仕事をしていたのを、現社長が若い頃、大きく転換して２０数年になるという。

　帰りがけに、どんな製品を扱っているのかと倉庫をのぞかせていただいた。すると、倉庫で作業していた女性が、「いらっしゃい」と対応してくれるではないか。「社員教育がよくできているんだなあ」と河野市議と話し合いながら帰途についた。

「雑賀ニュース一〇」二〇〇二年十一月一〇日

未来を開く電子工業

　亀川に電子工業の会社がある。そこの娘さん（現社長のお姉さん）を三〇年前に中学校で教えたという関係もあり、そんなことを先代社長の奥さんとお話した。庭に正体不明の木造のたてものがある。ドラエモンが、ノビタたちを連れてタイムとラベルにでもでかける機械というようなイメージのものだ。「これ、なんですか」と聞いたら、「熊野博のとき、中に入って星を見るようにつくったのを、終わってから持ち帰って庭にすえたのです」とおっしゃる。ちなみに、先代にひきつづいて現社長も海南の発明クラブの会長をしておられるともお聞きした。

　選挙がおわってご挨拶に伺ったおり、会社の仕事についてお聞きした。「いろいろありますが、家庭用エレベータの自動制御装置などもやってますし、自動車関係、介護、自治体関係の仕事もします。」これでは、なにやら分からない。まずイメージするのは、エレベータや自動車会社の部品の下請け生産である。

　「八〇人の職員で、一四〇台のコンピュータをつかって仕事をします」といわれるので、「ソフトの開発の仕事なのですか？」とお聞きすると、「ソフトの比重も大きくなってきていますが、機械の組み立てもしています。会社の中をご案内しましょうか」ということになった。

　東洋精米機から委託されて組み立てまでやっている、お米に混じった石をとりのぞく機械がある。米を一列にして落下させる。その色をセンサーが識別して、黒いものがあれば、数センチ落下したところで空気の力で吹き飛ばすのだという。

　「南部の梅の傷を識別する機械を依頼されて開発しましたが、青梅は色が変わっていくこと、傷とゴミとの識別がつかないことでうまくいきませんでした」ともいう。

　「出来合いの機械でなく、こんなことをできる機械ができないか」と相談を持ちかけられる会社にしていきたいのです」とも言われた。

「読者ニュース十九」二〇〇三年六月一日

海南でつくられている入れ歯洗浄器

  日本共産党県議団で、和歌山市布施屋にある工業技術センターを視察しました。そこで開発された新商品として見せてもらったのが「水道水による入れ歯洗浄器」でした。

　その数日後、私は横浜で開かれた「中小商工業研究交流集会」に民商のみなさんといっしょに参加しました。そこに「洗浄器」の考案者、松谷さんがおられるではありませんか。民商の会員さんなのです。

　「入れ歯にかみ込んでくっついたものがとれにくい。最初は、携帯用モーターで歯磨き粉をつかって洗うものを試作した。平成七年から十二年の五年間ぐらいかけて、水道水を使う方式で、試作品は五〇〇ぐらいつくっただろうか。平成１３年から工業技術センターに相談にいった。そこの技術も借りて、プラスチック成形の業者にたのめるところまでもっていけた」といわれます。

　「洗浄器」のプラスチック容器にもブラシにも、海南の日用家庭用品業界の技術が生かされ、海南市で作られています。　

「読者ニュース三四」二〇〇三年九月二一日

豆腐づくりと心のバランス

  元気市や海南の商店街が注目されている。うまくいっているというのではない。大変な中で「なんとかしよう」という共同がはじまっているからだ。日本共産党中央の国民運動委員会などのみなさんが海南においでになって、地元のみなさんと交流した。

　元気市に豆腐を出している若い方の発言が心に残った。

　「がんばらなくてもできているのは、周りの方の助けのおかげです。ぼくのお客さんというより、ボランティアでやってくれる方のお客さんが、まず買ってくれました。地域の人たちのつながりの大切さが分かりました。

　そこで、ぼくは、おいしい豆腐をつくることに力を入れないと、ボランティアの人たちやお客さんを裏切ることになると思ってがんばるんです。

　卸の商売をしていると、値段の関係などで『うれる商品』と『おいしい商品』のズレも生まれます。そんなとき悩んで立ち直れなくなる。けれども、元気市でお客さんが『おいしい』といってくれると心のバランスがとりもどせるんです」
「読者ニュース二六」二〇〇三年七月二〇日

時間がゆっくり流れる

富夢想野（トムソーヤ）

　和歌山大学の大泉先生などもはいって海南市の街づくり・農業・福祉・教育などを考えるグループがあります。１２月は、別所の喫茶店・富夢想野におじゃまして、ご主人の伊丹さんのお話をききました。

　ガタガタの農道を通って、山の中のログハウスのつきます。建物もテーブルも手づくり。ならべているピアノまで粗大ごみをもらってきたとか。

　三〇年前にこの地に小屋を建て、開拓をはじめました。ログハウスづくりには六年かかったとか。数年前からここに開いたレストランは、土日だけしか開きませんが、大阪からもお客さんがいっぱい。

　「あとの五日は農業をしています。有機農業でいい材料をつかうんです」とのおはなし。

　「ここにいると、時間がゆっくりと流れる。いやされる」というのが、参加者の感想でした。

「読者ニュース四八」〇三・四年末年始号

四　民商のみなさんとともに
海南民商三〇周年
　十一月三〇日、「海南民商創立三〇周年記念祝賀会」が、保健福祉センターで開かれました。神出海南市長もお祝いの挨拶。南部川村山田村長が「南部川村の元気の秘密」と題して講演。

　山田村長は「住民税の均等割りの部分は、役場前の住民も辺鄙なところの住民も同じように払っている」と切り出し「離れたところの一軒家にも水道をつけた」という話から始めました。

「学校の統廃合というが、山村振興ということもやっているのに学校統廃合をやったら振興にならない」

「梅は金にならないといわれた時代にも一村一品にこだわり、ゴルフ場をつくるかわりに梅を植えた」

　「健康の村づくりをして保健婦さんも三人がんばってもらっている。一人当たりの医療費は県平均は三四万円だが南部川村では、二〇万円」

　淡々と語る話がおおきな共感をよびました。

　第二部は、民商太鼓ではじまり、和歌山市交響楽団員のアンサンブル演奏あり、三味線・民謡ありの元気なつどいです。

　田中さん（海南堂）・伊織さん（化粧品）など民商の発展に功績があったみなさんへの表彰がおこなわれ、民商三〇年のスライドも上映されました。
「読者ニュース四五」二〇〇三年十二月七日
地域経済振興条例など勉強
   二三日から二五日、民商のみなさんが中心になって、横浜で「中小商工業全国交流・研究集会」が開かれます。そこで、「元気市」でがんばっている豆腐屋の若大将も報告者として参加します。私も勉強にいくことにしました。

　民商の石田さんは「雑賀さんは、豆腐屋の若大将の応援に行くというような浮ついた気分じゃなく、県議としてしっかり勉強してきてほしい」といい「地域経済振興条例づくり」の分科会を薦めてくれました。

　ここまで皆さんに情報を公開すると、居眠りなどできません。

　その翌日は、道路問題で、海南・下津・有田のみなさんとご一緒に国道四二号バイパス問題での国土交通省陳情です。

「読者ニュース三一」二〇〇三年八月三一日

五　県議会での質問から
· ２００３年９月県会雑賀光夫議員質問
入れ歯洗浄器開発の経験から

  第二に、産業問題にはいります。日本共産党県議団で、工業技術センターを視察させていただきました。興味深いものがいろいろありましたが、その一つが、「光造形」という機械でありました。コンピュータによみこまれたデータにもとづいて、複雑な形をしたものでも樹脂によってつくりあげることができる機械でありました。それを使って開発された「水道水による入れ歯洗浄器」というものを見せていただきました。お借りしてきたものが、ここにございます。

その数日後、私は横浜で開かれた「中小商工業研究交流集会」に民商のみなさんといっしょに参加しました。そこで「洗浄器」の考案者、松谷さんとお会いしてお話を聞いたわけであります。

松谷さんは宮大工の家を継ぐ建築業者です。しかし、さまざまなものづくりに関心を持っておられました。昭和３６年に鯉のぼりの竿を工夫しました。釣竿のように伸ばすという方式です。特許の申請をし、弁理士（特許申請の世話をする人がいるらしい）と相談しかけたが、結局、審査を受けて特許を受けるところまでいかなかったといいます。いま、鯉のぼりの竿は、その方式になっているのです。

  今回の「水道水入れ歯洗浄器」の出発点は、ご自分の体験だそうです。「入れ歯にはかみ込んでくっついたものがとれにくい。最初は、携帯用モーターで歯磨き粉をつかって洗うものを試作した。洗い直しがいるし不便だ。平成七年から十二年の五年間ぐらいかけて、水道水を使う方式で、試作品は五〇〇ぐらいつくっただろうか。」といわれます。

  ここに中間的に試作したもののいくつかをお持ちしました。

  「平成十三年から工業技術センターに相談にいった。そこで「光造形」という機械があり、若い技術指導者がおられた。おかげで商品にできるところまでこぎつけたのです。」といわれます。

  私は、あらためて工業技術センターにお邪魔して、センター長や技術指導者の方にお会いしてお話をお聞きしました。ここでも、「洗浄器」の松谷さんの評価は高いのです。センター長は「工業技術センターを利用する十箇条」というようなものを語られました。一部だけ紹介しましょう。

１ 夢を持つこと。

２ 受け身でなく自分も研究する。

３ 一度や二度で成果があると思うな。（以下略）

　センターとしては、丸投げ的な研究依頼でなく、センターとともに研究するお客さんをお待ちしているということでしょう。松谷さんは、この「十箇条」をクリアするセンターのお客さんだったようであります。また、若い技術指導者の方も、センター長が「そこまでやるのか」と思うほど、入れ込んで支援されたようです。松谷さんがやっていた「手作り」ではできないことを、「光造形」の機械で試行錯誤しました。この機械をつかえば、ノズルを大きくしたり小さくしたりすることも簡単にできた。「プラスチック成形」の業者にたのめるような形にもっていくこともできたのです。

  松谷さんの研究熱心にかかわるエピソードをお聞きしました。「松谷さんが水道を出しっぱなしにして研究してるものですから、水道局が水漏れではないかと心配して調べにきた」というお話でありました。

  一時期は、「プラスチック成形」の業者がみつからず、熊本の知り合いにたのもうかという話も出て、工業技術センターのメンバーをやきもきさせたのですが、海南市の業者におちついたというドラマに、海南選出のわたしもほっとしたのでした。

  さて松谷さんのプロジェクト×のようなお話からいくつかの質問をいたします。

  第一は、こうした製品開発を特許で保護するという問題です。松谷さんは、最初は弁理士に頼もうとしたが、結局、鯉のぼりの竿では特許をとらなかったわけです。こうした専問家に頼むと五〇万円はかかるんだそうです。けれども、いまではノーハウがわかっているから二万一〇〇〇円で特許の申請ができるといいます。こうした特許アドバイザー、いまでも発明協会でも助言はいただけるといいますが、さらに充実してほしいということであります。

　第二は、折角の工業技術センターをもっともっと宣伝し、つかいやすくする問題であります。松谷さんは五年間、自分で手作りの試行錯誤したのちに工業技術センターを紹介され、光造形の機械と技術指導者に出会いました。手作りの試行錯誤の熱心さが開発の成功につながるわけですが、もっと早く工業技術センターのお世話になっていたら、七年間かかった開発が四年間でできていたかもしれません。海南市の日用家庭用品業界の大手などは、頻繁にお世話になっているようですが、もっともっとものづくりしている多くの方に利用を促進していただきたい。

　第三は、商品開発はの資金援助であります。ベンチャー企業援助といわれておりますが、松谷さんにとっては、資金問題は大変でした。

　第四は、松谷さんがプラスティック成型を熊本の業者に頼もうとしたという話をいたしましたが、県内のものづくりをしている皆さんのネットワークをつくって、業者間の提携をおこなう問題であります。

　こうした問題で、本当に血のにじむような努力で研究・開発をされているみなさんの声に応えられているのかどうか、商工労働部長にお伺いいたします。

○　商工労働部長（石橋秀彦君）　
新製品の研究開発を支援する問題に関する四点についてお答え申し上げます。

　まず特許に関する質問ですが、特許を含む知的財産の活用支援は、

経済の活性化、産業の維持発展のために大変重要なことと認識をして

おります。県では、社団法人発明協会和歌山県支部に特許情報検索アドバイザー、特許流通アドバイザー及び特許出願アドバイザーを配置することで、特許に関する意識の向上を図り、特許出願の環境整備を進めております。これからもこうした制度の普及啓発を一層進め、利用促進を図ることで特許の取得を促進してまいりたいと考えております。

　次に工業技術センタⅠについてでありますが、工業技術センターで

は、研究成果や活動内容をインターネットや広報誌を通じて広く県民の皆様にお知らせするとともに、県内企業からの各種技術相談や共同研究に積極的に取り組んでおります。今後とも、県内企業の皆さんが必要とする研究活動を促進し、開かれた工業技術センターとして一層の利用の促進を図ってまいります。

　次に企業、個人への資金を含めた援助についてでありますが、新製

品などの開発を進める場合、その事業計画を県が認定することで、資

金面においては低利融資や補助金の申請資格が得られる中小企業創造活動促進法の制度などがございます。こうした制度の周知徹底を図るとともに、オンリーワン企業の発掘、育成を目指した企業ソムリエ委員会の活用も含め、総合的な支援策を講じてまいります。

　次に業者間の連携についてでありますが、中小企業の事業展開の上

で事業の協力者を得ることは大変大事なことと考えており、県では、

財成法人和歌山県中小企業振興公社にプロジェクトマネジャー等を配

置して、総合的な窓口相談に応じるとともに、必要に応じてきのくに

マッチングプラザに参加いただくことでビジネスパートナーを見出す

など事業展開の促進を図っており、今後も積極的に対応してまいりた

いと考えております。

○　雑賀光夫議員再発言（要望）
わたしにとって、全く専門外の問題で質問させていただいて、大変いい勉強になりました。そこで質問して気がついたのは、私の質問で要望した問題は、行政の形としてはできているということであります。それなのに、現場で四苦八苦しておられる方が、このことについて言ってほしいというふうに私のところに言われるのはなぜなんだろうか、この間題を考えながら答弁を聞いておりました。

　この間、横浜の中小商工業者研究交流集会でも勉強したことなんですが、各地域に例えば中小企業センターがある。しかし、行政の施策があったからといって、それが必ずしも血の通ったものになっているとは限らない、こういう話を各地でお聞さしました。そういう場合に、市町村の職員、あるいは県の職員の皆さんが苦労している中小企業のところを回って訪問して、悉皆調査をして、どんな苦労をなさっているのかを聞いて、そういうことから血の通う行政が進んだという話をお聞きしました。私は、この問題で実態がどうなっているのかについてここで述べるには私自身まだ研究不足でございます。しかし、そういうことも含めて、私自身も今後研究していろいろな提言をしていきたいと思っていますので、ひとつよろしくお願いしたいと思います。
○　２００３年１２月県会雑賀光夫議員質問
借り換え融資の改善について
雑賀県議質問
　第五は、商工問題、借り換え融資の問題です。十月から「借換資金八〇〇〇万円」がスタートいたしました。大変よろこばれています。まず、現時点で、どのくらいの利用状況になっているのでしょうか。

　さらにこの制度をつかいやすくするために、市町村がおこなっている融資、銀行の融資を含めて借り替えることができないのかという声が大変多いのです。京都府・京都市では、信用保証協会の保証つきで鍛行や信用金庫から借り入れた分も借換融資の対象としているわけであります。

　また、このたびの「借換融資」は、来年三月末で終了となっていますが、四月からはどうなるのか。本日の私の要望などふくめて、四月一日から、あらたな借換制度につないでいただきたいと考えますが、商工労働部長、いかがでしょうか。

　以上で、第一回目の質問を終わりにさせていただきます。ありがとうございました。

石橋秀彦商工労働部長答弁
　次に商工問題でありますが、資金繰り円滑化特別支援資金につきましては、十月二日から受け付けを開始し、テレビ、ラジオによる広報とともに中小企業者や経済団体への説明会を開催し、その周知に努めたところであります。結果、十一月末までの二カ月問で四百四十四件、五九億円の貸し出しがございました。借りかえすることにより返済に余裕ができ、また追加運転資金もあわせて調達できるなど、中小企業者の資金繰りに効果的であったと考えております。

本県の借りかえ資金制度は、中小企業者の負担を軽減しながら借りやすくするため、低利な貸し付け利率の設定、信用保証料の引き下げ、さらには信用保証協会への債務保証等の措置を講ずるなど、他府県の制度に比べ利用対象者や借りかえ資金の範囲を工夫しながら制度設定しているところでございます。

　なお、平成十六年度におきましてもこの借りかえ資金制度は引き続き制度化してまいりたいと考えてございます。

　以上でございます。

雑賀県議再発言（要望）
　最後に、借りかえ融資制度の問題でございます。

　今の説明にもありましたが、和歌山県でも大変苦労してやっていただいているのがよくわかります。私は京都の例を出しましたけども、決して京都はよくやっているけれども和歌山はなってないと、こういぅことを言うつもりはございません。京都のない点で和歌山で努力していただいている点もあることが今のお話でもよくわかりました。
　ただ、大変今不況の中で、中小企業の皆さんが苦労しているわけで、借りかえ融資制度をさらに使いやすいようにしてはしいという願いがあることも事実でございます。少しでも改善ができればありがたいということを申し上げておきます。

· ２００４年２月県会雑賀光夫議員質問
連鎖倒産防止と大企業の責任
　　大きな第二は、不況の下で中小企業を守る、連鎖倒産防止の問題です。
　下津町で老人ホーム橘寮という施設が十二月二〇日にオープンいたしました。この施設の建設を直接うけおったのは、大阪に本社を持つ、大臣認可の企業であります。大部分の仕事を、県内の県知事認可企業である島本建設に下請けさせました。この島本建設が、工事完成直後に倒産してしまった。第二次下請け企業が十数社あります。私どものところに相談にきた企業五社からききとりをしてみますと、島本建設からの工賃は、ほとんどが未払いか不渡り手形になっている。このままでは、連鎖倒産であります。
　「建設業法」という法律があり、元受け企業が、第二次以下の下請けへの支払いを「立替払い」するというシステムがあります。また大阪の建設会社には、第二次下請けを救済する道義的責任があります。また、この企業が、ほぼ丸投げの形で島本建設に仕事をさせていること、そのことを隠すための書類を第二次下請けにつくらせていることなどの問題もあります。さらに、たてものの引渡しがおわるか終わらないかという時期に、三億円もの工事代金が元請けから島本建設に現金で支払われているのに、第二次下請けにはほとんど現金で支払われていないということもきわめて不自然です。私たちは第二次下請け業者のみなさんや、施主である橘寮の理事長さんにもお会いして、こうした状況をつかんだのです。
　そこで業者のみなさんも参加して、一月二二日、日本共産党近畿国会議員団事務局の援助を得て、大阪の建設会社本社との直接交渉をおこないました。国土交通省近畿整備局にも指導を要請しました。県土整備部にたいしても要請し、大阪の建設会社に働きかけをしていただきました。まだ未解決ですが、大阪の建設会社も私たちには「何度でも会ってお話します」と答えています。
　私たちは道理をつくしてとりくんでいるわけですが、特別な第三者にたのんで取立てをしようとした大阪の第二次下受け業者があります。老人ホーム橘寮にやってきたそうです。
「金をはらってほしい。でないと、鉄骨をはずして持って帰る」。こういうふうに言ったそうです。理事長さんは偉かった。「鉄骨をもっていくのはいいが、それ以外のものはさわってはならぬ」といわれた。私は、その話を聞いて「シェイクスピアのベニスの商人ですね」と申し上げました。しかし、この業者にしても、被害者です。どこのも頼るところがなくて、こうした第三者を使ったのです。
　以上の経過を踏まえて質問いたします。
①　県行政として、県内建設業者が困っているとき、「建設業法」はもちろんのこと状況を調査し、大企業の社会的・道義的責任を果たすこともふくめて、困っている企業を守り抜くという行政を進められるのかどうか、県土整備部長の答弁をもとめます。
②　つぎに、連鎖倒産防止のための金融支援であります。一定の支援はありますが、零細建設会社というのは、こうした倒産の余波を受けなくても、不況の元で青息吐息でやっているというのが実態です。ほかの融資を先にかえさないと新規の融資をうけられないなどの問題にもぶつかりました。返済能力をとわれるためです。しかし、連鎖倒産というのは、突然襲い掛かってきて、多くの建設会社に広がる問題です。全力で金融支援をする必要があるのではないかという立場で、商工労働部長の見解をお伺いします。
○　酒井利夫県土整備部長答弁

　まず、連鎖倒産防止についてお答えいたします。

　下請業者への救済制度といたしましては、建設業法第四十一条第三項に、元請業者に対する立てかえ払いの勧告がございます。この勧告を行う場合は、許可行政庁のみ可能となっており、今回の元請業者は国土交通大臣許可業者であるため、知事から当該勧告を行うことはできません。しかしながら、県内の下請業者救済の観点から、過日、当該元請業者から事情聴取を行うとともに、社会的・道義的責任から適切な解決策を考えるよう求めたところでございます。

　今後とも、法的な制約はあるとしても、可能な範囲で対応してまいりたいと考えております。

　次に、道路問題四点についてお答えいたします。一点目、国道三百七十号阪井バイパスにつさましては、現道の幅員が狭小で交通量も多く、日常的に交通渋滞か発生しており、早期整備が必要と考えております。このため、昨年十二月より都市計画決定に向け海南市とともに地元説明会を開催しているところであり、今後、地元のご理解、ご協力を得て手続を進め、早期計画決定に努めてまいります。
○　雑賀光夫議員再発言（要望）
　連鎖倒産防止の大阪の企業への指導であります。

　確かに大臣認可企業でありまして、なかなか県土整備部としても指導はしにくいという問題ももちろんわかりますが、しかし県の工事も請け負う指定業者でありますから、あらゆる手を使って指導していただきたい。私も、今、その業者とは話し合いの最中ですから、倒産した企業の名前は言ったけれども、しかし今追及している企業の名前はあえて伏せておるわけです。ひとつ十分そういう配慮もした上で、今この場で追及しているけども、その業者に伝えていただいて、県内の業者を守れるような結果をぜひともこれから粘り強い交渉で出したいと思っていますので、よろしくお願いしたいと思います。

　
· 石橋秀彦商工労働部長答弁
　連鎖倒産防止の金融支援についてお答え申し上げます。

　県は、取引先企業の倒産等により事業活動に深刻な影響を受けている中小企業者が必要な事業資金を調達できるように、連鎖倒産防止資金を制度化しているところでございます。また、金融機関等に対し、融資の実行に当たっては中小企業者の実情に合った弾力的な対応を要請するなど、制度の運用面においても配慮しながら対応しているところです。

　長引く不況の中で中小企業者は借入金の返済負担が過重となり、新規融資を受けることが厳しくなっている状況を踏まえ、昨年十月に借りかえ資金を創設するなど種々工夫しなから対応しているところであり、県内中小企業者の資金繰りの改善や追加運転資金の調達のために有効に活用されているものと考えております。

　今後とも、関係機関との連携を宮にしながら、県制度融資の適切かつ迅速な対応を図り、中小企業金融の円滑化に取り組んでまいりたいと考えております。

○　雑賀光夫議員再発言（要望）
県民が相談しやすい県庁に
（＊産業廃棄物問題について住民の声がとどくようにと要望したことに関連して、金融支援の問題に触れた）

こうした住民と県の距離を縮めるという問題で、最近感じたもう一つの問題は、金融支援の問題であります。

　私は商売や融資の問題については余り詳しくありませんから、困っている業者の方から相談を受けると、業者団体の事務局の方と一緒に県の担当課の方に相談に乗っていただきます。すると県は、金融支援のためのさまざまなメニューを持っている。「連鎖倒産防止という名目でお金を借りたい」という話を持っていきますと、「そのケースは、連鎖倒産防止には当てはまりませんが、しかしその業者の方にだったら利用していただけるこんなメニューもあるんです。こんなメニューもあるんです」というふうに親切に説明をしてくれます。この道のプロである業者の事務局の方でも、その助言をいただいて大変喜ぶわけでございます。

　しかし、市役所と違いまして県庁というところは一般県民には大変入っていきにくい仕組みになっている。昨日も鳥インフルエンザの窓口をという話もありました。産業廃棄物でも、金融支援でも、もっと県民が入ってきやすい相談の窓口が開けないものかと思います。こんなことは県庁の大改革になりますから、一遍に私が質問してもなかなか答えは出てこないと思うので、きょうはこの場で提言だけをして、ひとつ知事にも皆さんにも考えておいていただいて、いつかまた質問もしたいと思うわけですか、感想を申し上げたわけです。

６　さいかさんと一緒に

　私の雑賀先生の印象は、「なんと温厚な人だな、しかし厳しい状況の業者の気持ちがわかるかな？」だった。

「いつも、にこにこ」それは、だれに対しても同じだ。まねができないな、と感心させられた。それからは、雑賀先生に学ぼうと業者の難題をぶつけては一緒に考え、ともに解決に奔走した。

その姿勢は、やはり教育者だなと思う。知らないことは「わからないから一緒に行ってくれ」と頼りない私に胸を借りに来る。それは、行政の職員や業者の仲間に対しても同じだ。私は、知らず知らずのうちに雑賀信奉者になっている自分に気がつく。

「雑賀先生は県会議員まだ一年？」

もう何年もやっているように思える。それだけ、大きな可能性を秘めた人だ。これからの雑賀県議に大きな期待を寄せるのは私一人だけではないだろう。

　　　　　　　
海南民主商工会　事務局長　石田　文雄
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あとがき


わたしが、候補者活動・議員活動をはじめるにあたって、商工問題、業者の問題というのは、いちばん苦手な分野でした。候補者活動のはじめのころ、私の小集会においでいただいた業者団体の役員の方から「中小業者の気持ちをつかんだ話になっていない」という感想をいただいたことを昨日のように思い出します。


「序にかえて」でのべたように、「私はこのごろ、民商のおかかえ議員みたいだ」と冗談を言えるようになりました。要求をぶっつけ、わたしと一緒に動いていただいた業者関係のみなさんのおかげです。


このパンフレットをお読みいただけば、私が県議会で、「　全く専門外の問題で質問させていただいて、大変いい勉強に……」「私は商売や融資の問題については余り詳しくありません」とかいっているのにお気づきでしょう。


　　わたしは、みなさんに支えていただいて仕事をしているのです。


さいか　光夫
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